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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　据付装置主板と、
　前記据付装置主板の上端に設けられた上部支持片と、を有した据付装置を備え、
　前記上部支持片は、
　１つの上端部と、
　前記上端部の両端と一端とがそれぞれ繋がっている２つの左右端部と、
　２つの前記左右端部の他端と一端とがそれぞれ繋がっており、一部がそれぞれ前記据付
装置主板の上端と繋がっている２つの根元部を備えており、
　これらを２つ折りにした２枚重ね構造である
　ことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記上部支持片は、
　前記上端部と、前記左右端部と、前記根元部とを切欠くことなく連続的に２つ折りした
２枚重ね構造である
　ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記上部支持片は、
　前記上端部と前記左右端部との繋がり部分に切欠きを設けた
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の空気調和機。
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【請求項４】
　前記上部支持片が、
　少なくとも２箇所に設けられている
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の空気調和機。
【請求項５】
　前記据付装置は、
　材質が鋼である
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機を壁面に据え付けるときに使用される、据付装置を有する空気調
和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和機の据付装置の支持片は、据付装置主板の上端から前方に突出させ、さ
らにそこから直角に曲げ上方に突出させたＺ字形状の支持片が左右に設けられており、そ
の左右の支持片に空気調和機の後面上部に設けられた引掛け部をそれぞれ引掛けて、空気
調和機を据付装置に据え付ける（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－２０８３２６号公報（たとえば、２頁左上、第１図参照）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記この種の従来の空気調和機の据付装置において、その材質が鋼の板材である鋼板で
形成されており、支持片がその上端を１８０度折り返し、上端が２枚重ね構造となってい
る場合であっても、空気調和機を据え付ける際に誤って支持片にぶつけてしまうと、支持
片の強度不足のため折れ曲がってしまうことがあった。また、近年の空調能力向上や高効
率化によって空気調和機の重さが増しており、空気調和機を据え付ける際に、その重みに
よって支持片の座屈や上面がつぶれてしまうことがあった。
　その結果、据え付けづらくなったり、据え付けた際に空気調和機が左右のどちらかに傾
いてしまったりと、据付性が悪化してしまうという課題があった。
【０００５】
　本発明は、以上のような課題を解決するためになされたもので、空気調和機の据付性を
悪化させないようにした据付装置を有する空気調和機を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る空気調和機は、据付装置主板と、前記据付装置主板の上端に設けられた上
部支持片と、を有した据付装置を備え、前記上部支持片は、１つの上端部と、前記上端部
の両端と一端とがそれぞれ繋がっている２つの左右端部と、２つの前記左右端部の他端と
一端とがそれぞれ繋がっており、一部がそれぞれ前記据付装置主板の上端と繋がっている
２つの根元部を備えており、これらを２つ折りにした２枚重ね構造である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る空気調和機の据付装置によれば、従来よりも高強度な支持片を得ることが
できるので、据付性が悪化しない。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
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【図１】本発明の実施の形態に係る空気調和機の全体平面図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る空気調和機の図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置への据付作業時の斜視図である
。
【図４】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置上部の詳細図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置下部の詳細図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置への据付作業時の図１のＡ－Ａ
断面図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置への据付時の図１のＡ－Ａ断面
図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置上部の支持図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置下部の支持図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の図４のＢ－Ｂ断面図である
。
【図１１】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の上部支持片の展開図である
。
【図１２】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の上部支持片の１８０度折曲
図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の上部支持片のＺ字形状斜視
図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の上部支持片のＺ字形状正面
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
実施の形態．
　図１は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の全体平面図、図２は、本発明の実施の
形態に係る空気調和機の図１のＡ－Ａ断面図である。
　本実施の形態に係る空気調和機本体１は、外観が筐体２で覆われており、内部には熱交
換器１５と送風ファン１６とが設けられている。筐体２の天面には吸込口１３が設けられ
ており、そこから取り込んだ空気を熱交換器１５により熱交換し、その熱交換された空気
を送風ファン１６が筐体２の前面の下部に設けられた吹出口１４から室内に送出する。
【００１０】
　図３は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置への据付作業時の斜視図、図
４は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置上部の詳細図、図５は、本発明の
実施の形態に係る空気調和機の据付装置下部の詳細図である。
　据付装置３は、壁にネジ固定され、その状態で空気調和機本体１を据付装置３に据え付
けることで、空気調和機本体１を壁に固定する。
　据付装置３は材質が鋼の板材である鋼板で形成されており、据付装置主板４と、その上
端に設けられた上部支持片５と、下端に設けられた下部支持片１１とを有している。上部
支持片５は図４に示すように、上端部６、左右端部７、根元部８で構成されている。上端
部６の両端は左右の左右端部７の一端（紙面では上端）とそれぞれ繋がっている。左右の
左右端部７の他端（紙面では下端）は左右の根元部８の一端とそれぞれ繋がっている。左
右の根元部８の一部はそれぞれ据付装置主板４の上端と繋がっている。そして、上端部６
、左右の左右端部７、左右の根元部８、及び据付装置主板４で囲まれた部分に略台形の孔
１７が開いた形状となっている。
　ここで、上端部６、左右端部７、根元部８の大きさや形状を特に限定するものではなく
、据付装置主板４の大きさや形状、空気調和機本体１の大きさや重さなどに応じて決定す
ればよい。例えば、図４の正面視した状態において、略台形状に上部支持片５を形成する
とよい。
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　本実施の形態では上部支持片５が据付装置主板４の左右中の３箇所、下部支持片１１が
据付装置主板４の左右の２箇所に設けられているが、どちらも少なくとも左右の２箇所に
設けられていればよい。あるいは、左右にかけて一体に形成されている場合は１箇所でも
よい。
　なお、上部支持片５が左右中の３箇所に設けられているのは、左右のどちらかが破損し
た場合でも中央で支持することで、空気調和機本体１が傾いて破損を気づかせる構造とな
っているためである。
【００１１】
　図６は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置への据付作業時の図１のＡ－
Ａ断面図、図７は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置への据付時の図１の
Ａ－Ａ断面図、図８は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置上部の支持図、
図９は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置下部の支持図である。
　筐体２の背面上部には上部引掛け部９が設けられており、背面下部には下部引掛け部１
０が設けられている。
　まず、図８に示すように上部引掛け部９を上部支持片５に引っ掛け、その後筐体２の下
部を図６の矢印の方向に押して図９に示すように下部引掛け部１０を下部支持片１１に引
っ掛けることにより、図７に示すように空気調和機本体１を据付装置３に据え付ける。
【００１２】
　図１０は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の図４のＢ－Ｂ断面図であ
る。
　上部引掛け部９を上部支持片５に引っ掛けようとする際、誤って空気調和機本体１を上
部支持片５にぶつけてしまうことがあるが、そのとき上部支持片５に折れ曲がらない強度
を持たせる必要がある。また、上部引掛け部９を上部支持片５に引っ掛けた際、空気調和
機本体１の重みによってつぶれない強度を持たせる必要がある。
　そのため、上部支持片５は、図４に示す上部支持片５の上端部６と、左右端部７と、根
元部８とを、切欠くことなく連続的に１８０度に２つ折りにして、図１０のように鋼板同
士が密着した２枚重ね構造としている。そして、図８に示すように上部引掛け部９を上部
支持片５に引っ掛けられる形状にするため、据付装置３の前方に直角に曲げ、さらにその
状態から上方に直角に曲げることによって、断面視がＺ字形状の上部支持片５が完成する
。
【００１３】
　図１１は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の上部支持片の展開図、図
１２は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の上部支持片の１８０度折曲図
、図１３は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の上部支持片のＺ字形状斜
視図、図１４は、本発明の実施の形態に係る空気調和機の据付装置の上部支持片のＺ字形
状正面図である。
　図１１に示すように、上部支持片５の上端部６と左右端部７との繋がり部分の幅を小さ
くした切欠き１２が設けられている。この切欠き１２は、上部支持片５を折り曲げる際に
余肉が重なるのを防止するためのものであり、図１２のように上部支持片５を１８０度に
２つ折りにしても、上端部６と左右端部７との繋がり部分で余肉が重なることなく、鋼板
同士が密着した２枚重ね構造とすることができ、さらに高強度を得ることができる。
　また、切欠き１２を設けることにより、余肉による金型の摩耗を改善し、さらには余肉
に手を引っ掛けて切創することを防止している。
　なお、切欠き１２は、余肉が重ならない程度の大きさ、形状で形成すればよく、大きさ
や形状を特に限定するものではない。
【００１４】
　以上のように、上部支持片５を上端部６だけでなく、左右端部７と根元部８も密着した
２枚重ね構造とすることにより、空気調和機本体１が上部支持片５にぶつかっても折れ曲
がらず、空気調和機本体１の重みによってもつぶれない、高強度の上部支持片５を得るこ
とができる。
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　なお、本実施の形態では据付装置３は鋼板で形成されているとしたが、同等以上の強度
が得られるならば、他の材質でもよい。
　また、高強度の上部支持片５を得ることで、据付装置３を従来よりも薄い鋼板で形成す
ることができ、それによって省資源化の効果が得られる。
【符号の説明】
【００１５】
　１　空気調和機本体、２　筐体、３　据付装置、４　据付装置主板、５　上部支持片、
６　上端部、７　左右端部、８　根元部、９　上部引掛け部、１０　下部引掛け部、１１
　下部支持片、１２　切欠き、１３　吸込口、１４　吹出口、１５　熱交換器、１６　送
風ファン、１７　孔。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】
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